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第1回法人防災訓練計画書
法人防災委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壬生　洋

法人防災訓練実施計画書
＜目　的＞

　法人職員に消火器での消火及び器具操作を体験、学習をすることで、操作の仕方・手順等を理解と緊急時に対応できるようになることを目的とし、実施する。

１：消火訓練

＜日　時＞

7月15日（木）　10：00～11：00

＜対　象＞

各施設の新人職員及び未経験の職員

参加人数：約20～30名

＜実施場所＞

　　南山苑横空地（東復建設仮設事務所のある所）

　　・実施場所











　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土　　　　　手

高齢者メンタルケア病棟

＜訓練内容＞

　消化訓練

　　　消防署員の指導の基、消火器を操作して実際に消火を行う。

　　１：操作説明

事前に消防署員より、消火器の操作説明を受ける。

２：消火作業

灯油を鉄板に薄く引き、着火させ、その炎の消火を行う。鉄板は消防署が用意する。（1枚）

消火器の粉末放射を1人1回ずつ行い、鉄板の消火を行う。終えたら、再度着火し、再び消火を行う。これを繰り返し、約30人の職員で消火器の操作訓練を行う。

＜必要物品＞　　　

　　・使用する消火器は、病院20本、南山苑10本、計30本用意する。

　　・鉄板及び油は消防署が用意する。

　　

＜その他＞

・尚、当日の実施時間中の実施場所への駐車は出来ないので、南山苑裏へ駐車をしてもらうようにする。

　

２：オリロー操作訓練

＜日　時＞

7月15日（木）　11：00～12：00

＜対　象＞

上記消火訓練に引き続き行う。オリロー体験者は病院、南山苑、地域医療部よりそれぞれ代表者を２名選抜してもらい、実施する。その他の職員は操作手順の説明を受ける。

＜実施場所＞

　　青南病院メンタルケア病棟（４Ｆ）

消火訓練終了後、移動。

＜訓練内容＞

　　緊急避難器具オリローの操作方法について知り、また実際に操作・体験をすること

で、操作方法を学習する。

操作方法の説明と指導は朱夏に依頼する。

避難器具使用に関しては、安全を考え着地場にマット等を準備する。（消防署へ依頼）

＜必要物品＞

· オリロー

· マット

＜その他＞

　　オリロー体験者は事前に各部署法人防災委員を通じて、決定しておく。
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